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次期計画における達成目標（成果指標）について①

○ 総合計画のめざす姿の実現に向け、県民・関係団体・企業・市町村など、共に取り組む

あらゆる主体と目標を共有

○ 各政策の進捗状況や取組成果を把握し、課題等の検証を行いながら、政策の改善・見

直しを図るとともに、毎年度の予算議論や事業立案等に反映

１ 指標設定の趣旨

(1) 各政策（小項目）ごとに、主要指標を設定するほか、必要に応じて関連指標（評価の際

に参考とする指標）を設定

※ 主要指標は１つを目安とするが、１つの指標では政策の状況を適切に把握できないなどの場合

は、必要最低限の範囲で複数の指標を設定。関連指標は必要最低限の数を設定

(2) 県の取組による政策効果をなるべく具体的に把握するため、原則としてアウトカム指標

を設定

※ 適切なアウトカム指標の設定が困難な場合には、例外的にアウトプット指標も可とする。

２ 指標設定の考え方等

課長再

１



［参考］ 次期計画における指標の検討について

次期計画における達成目標（成果指標）について②

２ 指標設定の考え方等 （※ 前ページの続き）

(3) 設定にあたっては、概ね以下のような点を勘案し設定

① 指標が明確で分かりやすいものであること

② 政策目的と整合しており、政策の成果を代表・象徴するものであること

③ 県の取組と因果関係があること

④ その他、他県・全国との比較可能性、データ収集の継続性・適時性（原則、公表等
の頻度が毎年又は隔年、公表等までの時期が２年以内）などを考慮

３ 目標値について

２

(1) ４年後（令和10年度）と８年後（令和14年度）の目標値を設定

(2) 目標値は、各政策の目的等を踏まえ、４年後と８年後にめざすべき水準を設定


